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今
回
は
、
戦
国
時
代
の
合
戦
を

紹
介
し
ま
す
。
紹
介
す
る
合
戦
は
、

宇
曽
川
の
南
岸
（
野
良
田
町
の
東
南

一
帯
）
で
、
北
の
浅
井
長
政
と
南

の
六
角
承
禎
（
義よ

し

賢か
た

）
が
地
元
の
土ど

豪ご
う

た
ち
を
巻
き
込
ん
で
争
っ
た
大お

お

戦い
く
さで
、
一
般
に｢

野
良
田
表
の
合

戦｣

と
称
し
て
い
ま
す
。

肥
田
城
の
水
攻
め

　
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
触
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、「
野
良
田
表
の
合

戦
」
の
前ぜ

ん

哨し
ょ
う

戦せ
ん

な
の
で
、
簡
単
に

振
り
返
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
は
、「
野

良
田
表
の
合
戦
」
の
前
年
で
あ
る

永え
い

禄ろ
く

２
年
（
１
５
５
９
）
に
起
き

ま
し
た
。
肥
田
城
は
六
角
氏
の
命

に
よ
り
築
か
れ
た
高
野
瀬
氏
代
々

の
平へ

い

地ち

城じ
ょ
う

館か
ん

で
す
が
、
高
野
瀬
秀ひ

で

隆た
か

の
代
に
浅
井
氏
に
通
じ
た
た
め
、

六
角
承
禎
の
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。

肥
田
城
の
守
り
は
堅
く
、
そ
こ
で

一
計
を
案
じ
た
承
禎
は
、
城
の
下

手
一
帯
に
堤つ

つ
み
を
築
き（
図
参
照
）、近

く
の
宇
曽
川
や
愛
知
川
の
水
を
堰せ

き
入
れ
る
と
い
う
挙
に
出
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
で

す
。

　

水
攻
め
に
よ
り
城
中
も
水
浸
し

と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
洪
水

に
よ
り
堤
が
切
れ
、
水
攻
め
は
失

敗
に
終
わ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
築
か
れ
た
堤
は
、
近
年

の
ほ
場
整
備
で
無
く
な
る
ま
で
、

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

野
良
田
表
の
合
戦

　

水
攻
め
の
失
敗
に
よ
り
、
一
時

は
退
却
し
た
六
角
承
禎
で
す
が
、

翌
年
８
月
、
再
び
軍
を
整
え
て
高

野
瀬
秀
隆
を
攻
め
ま
す
。
秀
隆
か

ら
知
ら
せ
を
聞
い
た
浅
井
長
政
は
、

野
良
田
表
で
相
対
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
『
江ご

う

濃の
う

記き

』（
近
江
と
美
濃
の
戦
国

時
代
の
抗
争
を
記
し
た
書
物
）
に
よ

る
と
、
浅
井
方
は
先
手
が
百ど

ど々

内く
ら

▲野良田町の東一帯に弧状に描かれた、水攻めの堤跡（明治初
年に描かれた「愛知郡肥田村画図」部分）

蔵の

助す
け

・
磯い

そ

野の

丹た
ん

波ば
の

守か
み

・
丁よ

う

野の

若わ
か

狭さ
の

守か
み

、
後
手
に
は
浅
井
長
政
が
諸
将

を
率ひ

き

い
ま
し
た
。
一
方
、
六
角
方

は
先
手
を
蒲が

も

生う

右う

兵へ

衛え

大だ

夫ゆ
う

・
長な

が

原は
ら

太た

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

、
進し

ん

藤ど
う

山や
ま

城し
ろ

守の
か
み・

池
田
次
郎
左
衛
門
ら
が
務
め
、
後

手
に
は
楢な

ら

崎さ
き

壱い

岐き

守の
か
み・
田
中
治じ

部ぶ

大だ

夫ゆ
う

、
そ
し
て
六
角
承
禎
自
ら
が

指
揮
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

戦
は
、
先
手
の
百
々
内
蔵
助
と

蒲
生
右
兵
衛
大
夫
に
よ
っ
て
火ひ

蓋ぶ
た

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
、
両
者
は
互
角
の
闘
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
が
、
や
が
て
六
角
方

の
側
面
攻
撃
が
加
わ
っ
て
百
々
内

蔵
助
は
討う

ち

死じ
に

。
こ
の
こ
と
を
知
っ

た
長
政
は
味
方
に
檄げ

き

を
飛
ば
し
、

総
攻
撃
を
命
じ
ま
し
た
。
長
政
自

ら
が
先
頭
に
立
ち
、
野
良
田
一
帯

が
大
戦
場
に
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、

や
が
て
六
角
方
は
総
崩く

ず

れ
と
な
っ

て
敗
走
し
ま
し
た
。

　
「
肥
田
城
の
水
攻
め
」
と
「
野
良

田
表
の
合
戦
」
の
２
度
の
勝
利
に

よ
り
、
浅
井
長
政
は
犬
上
・
愛え

知ち

の
２
郡
を
手
中
に
納
め
、
湖
東
平

野
に
大
き
く
勢
力
を
伸
張
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９

番
、
Ｅ
メ
ー
ル:	 bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp	

　

破
産
し
た
フ
ジ
ノ
石
油
㈱
の

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
洗
車
会

員
券
な
ど
に
つ
い
て
、
還
付
手

続
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

フ
ジ
ノ
石
油
㈱
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
出
書

申
出
書
は
、

生
活
環
境
課

の
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、
近
畿

財
務
局
や
近
畿
財
務
局
大
津

財
務
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
出
方
法

　

申
出
書
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

申
出
書
の
提
出
先

▼
郵
送
受
付　

近
畿
財
務
局

理
財
部
金
融
監
督
第
３
課

（
〒
５
４
０-

８
５
５
０　

大

阪
市
中
央
区
大
手
前
４
丁
目
１

-

76
）

▼
直
接
受
付　

近
畿
財
務
局
大

津
財
務
事
務
所
理
財
課
（
大

津
市
京
町
３
丁
目
１-

１　

大

年
末
年
始
の
歯
科
診
療

　　

彦
根
歯
科
医
師
会
で
は
、

12
月
29
日
㈭
～
平
成
24
年
１

月
３
日
㈫
の
年
末
年
始
の
間
、

次
の
医
院
が

当
番
医
と
し

て
診
療
さ
れ

ま
す
。

堤つ
つ
み　

里り

奈な

さ
ん
（
高
宮
小
学
校
５
年
）（
応
募
時
）

 

思
い
や
り

 

心
の
ラ
ン
プ
に

 

灯
を
と
も
す

津
び
わ
湖
合
同
庁
舎
７
階
）、受
付

時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
（
12
月
29
日
㈭
～
平
成
24
年

１
月
３
日
㈫
）
は
除
き
ま
す
。

※
直
接
受
付
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
郵
送
で
の
申

出
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
出
期
限　

　

平
成
24
年
２
月
３
日
㈮

注
意
事
項

▼
期
限
が
過
ぎ
た
後
の
申
出
は
、

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

▼
実
際
の
還
付
ま
で
に
は
、
相
当

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

近
畿
財
務
局
理
財
部
金
融
監

督
第
３
課
☎
06-

６
９
４
９

-

６
３
７
１
番
、
近
畿
財
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	 http://

kinki.m
of.go.jp/

近
畿
財
務
局
大
津
財
務
事
務
所

理
財
課
☎
０
７
７-

５
２
２

-

４
３
６
２
番
、
近
畿
財
務

局
大
津
財
務
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://kinki.m

of.
go.jp/239.htm

l

はーとふるメッセージ
２０１０

特
選
作
品
紹
介　

第
６
回

現
在
の
野
良
田
町

堤 跡

宇
曽
川

肥田城跡


